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藩
校
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

１１
月
１
日
、
朝
倉
市
ピ

ー
ポ
ー
ト
甘
木
で
秋
月
藩

が
ホ
ス
ト
と
な
っ
て
、
第

２２
回
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト

朝
倉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

藤
香
会
か
ら
の
１７
名
を

含
む
福
岡
藩
の
出
席
者
は

２８
名
で
し
た

藩
校
報
告
会
の
後
、
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
は
秋
月
中
学
校

生
徒
に
よ
る
藩
校
「
稽
古
館
の
教
え
」
の
力
強
い
唱
和

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

挨
拶
は
主
催
者
の
徳
川
斉
正
（
水
戸
藩
１５
代
当
主
）

さ
ん
が
、
歓
迎
の
挨
拶
を
秋
月
藩
１５
代
当
主
黒
田
長
幹

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
記
念
講
演
で

は
歴
史
作
家
の
河

合
敦
さ
ん
が
「
人

づ
く
り
は
国
づ
く

り
～
治
政
安
民
の

た
め
の
藩
政
改

革
」
と
題
し
て
１

時
間
ば
か
り
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

翌
日
は
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
秋
月
歴
史
博

物
館
、
秋
月
城
跡

見
学
後
に
秋
月
中

学
校
で
光
月
新
太

鼓
や
林
流
抱
え
大

筒
の
披
露
が
あ
り

ま
し
た
。

来
年
は
奈
良
県

郡
山
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
決
ま
り

ま
し
た
。
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長
政
公
の
法
要
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た

４
０
３
回
御
忌
法
要
が
命
日
の
８
月
４
日
、
崇
福
寺

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
連
日
３５
度
を
超
え
る
猛
暑
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
久
し
ぶ
り
に
朝
の
う
ち

に
雨
が
降
り
ま
し
た
。
方
丈
の
暑
さ
は
相
変
わ
ら
ず
で

す
が
、
幸
い
な
こ
と
に
日
差
し
は
無
く
遠
雷
が
聞
こ
え

る
中
で
、
長
高
様
と
山
崎
会
長
以
下
４４
名
が
参
列
し
て

法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
列
者
の
焼
香
の
後
、
長
高

様
よ
り
暑
い
中
で
の
参
拝
と
先
週
の
藤
香
会
有
志
に
よ

る
墓
所
清
掃
へ
の
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

後
、
裏
手
の
長
政
公
墓
前
に
移
り
、
薄
日
が
差
す
中
、

僧
侶
の
読
経
で
全
員
で
焼
香
を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
博
多
芙
蓉
に
場
所
を
写
し
長
高
様
歓
迎
懇

親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

商
工
会
議
所
会
頭
谷
川
様
か
ら
は
天
守
閣
の
復
元
的

整
備
に
絡
む
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
学

会
等
の
研
究
の
結
果
、
天
守
閣
は
あ
っ
た
と
い
う
大
方

の
結
論
に
な
っ
て
い
る
こ
と
等
の
話
で
し
た
。
福
岡
市

民
の
中
に
は
ま
だ
天
守
閣
再
建
に
無
関
心
な
方
達
も
多

く
、
後
世
の
た
め
に
も
天
守
閣
再
建
の
気
運
を
高
め
て

行
き
ま
し
ょ
う
と
の
挨
拶
で
し
た
。

ま
た
懇
親
会
出
席
者
か
ら
自
己
紹
介
も
あ
り
、
和
や

か
な
談
笑
の
後
、
全
員
で
黒
田
節
斉
唱
と
万
歳
三
唱
で

散
会
い
た
し
ま
し
た
。

文
化
講
演
会
が開催
さ
れ
ま
し
た

福
岡
市
博
物
館
で
令
和
７
年
度
の
文
化
講
演
会
が
９

月
22
日
に
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０
名
が
拝
聴
い
た
し
ま

し
た
。

講
師
は
福
岡
商
工
会

議
所
の
谷
川
浩
道
会
頭

で
「
福
岡
城
天
守
の
復

元
的
整
備
を
考
え
る
懇

談
会
の
報
告
と
提
言
」

と
い
う
題
で
の
、
１
時

間
半
に
亘
る
講
演
で
し

た
。

講
師
は
、
福
岡
城
に
天
守
が
あ
っ
た
か
な
か
っ
た

か
と
い
う
議
論
に
は
既
に
決
着
が
付
い
て
い
る
と
、
今

か
ら
10
年
前
の
平
成
２７
年
に
丸
山
雍
成
九
大
名
誉
教
授

が
発
表
さ
れ
た
論
文
に
、
一
切
の
反
論
が
な
い
こ
と
で
、

天
守
閣
は
あ
っ
て
、
そ
の
後
破
却
さ
れ
た
の
が
今
や
通

説
と
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
た
。

途
中
、
九
州
産
業
大
学
の
佐
藤
正
彦
名
誉
教
授
の
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
、
建
築
学
の
専
門
家
の
立
場

か
ら
五
層
六
階
地
下
一
階
の
建
物
で
あ
る
こ
と
、
礎
石

の
間
に
梁
を
入
れ
て
柱
を
受
け
れ
ば
石
垣
を
損
す
る
こ

と
が
な
い
こ
と
な
ど
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
礎
石
の
間

に
梁
を
入
れ
た
例
と
し
て
熊
本
城
が
あ
り
、
そ
の
写
真

が
会
場
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
天
守
閣
の
復
元
は
市
民
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら

い
、
次
世
代
の
人
た
ち
と
り
わ
け
子
供
た
ち
に
郷
土
の

歴
史
に
思
い
を
馳
せ
て
も
ら
っ
て
、
福
岡
・
博
多
を
よ

い
町
に
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
と
も
述
べ

ら
れ
た
。

復
元
に
対
す
る
大
き
な
垣
根
と
し
て
は
文
化
庁
の
復

元
に
対
す
る
基
準
が
明
確
で
な
く
、
設
計
図
が
な
い
か

ら
許
可
で
き
な
い
な
ど
と
言
わ
れ
る
が
、
設
計
図
の
な

い
平
城
京
の
建
造
物
が
復
元
で
き
て
い
る
の
で
、
そ
れ

に
準
ず
る
べ
き
、
ま
た
復
元
の
為
の
資
金
に
つ
い
て
も

安
易
な
税
金
の
投
入
で
は
な
く
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
寄
付
な
ど
に
よ
る
方

策
も
あ
る
と
も
話
を
さ
れ
た
。

史
跡
巡
り
を
行
な
い
ま
し
た

１０
月
１６
日
、
会
員

３３
名
が
参
加
し
て
史

跡
巡
り
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
熊
本
県
田

原
坂
に
行
き
、
明
治

時
代
の
西
南
の
役
で

斃
れ
た
官
軍
、
西
郷
軍
の
霊
を
弔
い
ま
し
た
。
福
岡
県

出
身
者
も
両
軍
に
別
れ
て
戦
っ
た
戦
争
で
し
た
。

柳
生
新
陰
流
宗
家
・
長
岡
鎮
廣
さ
ん
の
四
方
払
い
に

続
い
て
、
圓
應
寺
の
三
木
和
信
住
職
の
読
経
の
後
、
そ

れ
ぞ
れ
参
詣
し
ま
し
た
。

顕彰碑前で集合写真

福岡市博物館で開催

秋月藩・15代当主
黒田長幹さんの挨拶

講演される福岡商工会議所会頭・
谷川浩道さんの挨拶

秋月中学校生徒さんの藩校・稽古館の教え唱和

顕彰碑前での圓應寺・
三木住職の読経



織
豊
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
博
多

の
商
人
三
人
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
当
時
の
権
力
者

で
あ
っ
た
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
を
資
金
面
で
援
助

し
、
見
返
り
に
商
売
で
優
遇
さ
れ
販
路
の
拡
大
を
図

っ
た
。

島
井
宗
室

宗
室
は
名
を
茂
勝
と
い
い
、
通
称
徳
太
夫
と
称
す
。

後
に
剃
髪
・
出
家
し
て
虚
白
軒
端
翁
宗
室
と
号
す

る
こ
と
に
な
る
。
代
々
博
多
の
豪
商
で
あ
り
、
そ
の

家
系
は
遠
く
大
臣
・
藤
原
何
某
に
遡
る
。
こ
れ
ら
の

家
系
は
、
他
の
家
系
図
に
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、

先
祖
の
地
位
や
高
貴
さ
を
こ
と
さ
ら
強
調
し
た
も
の

と
い
え
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
５１
代
修
理
亮
茂
敏
と
い
う
人
が
何

ら
か
の
理
由
が
あ
っ
て
京
都
を
去
り
、
博
多
に
移
り

住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
は
藤
（
と
う
）
氏
を

称
し
た
よ
う
だ
。
永
正
年
間
（
１
５
０
０
年
代
初
頭
）、

藤
氏
よ
り
島
井
氏
を
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宗
室

は
商
売
の
才
に
長
け
て
い
た
よ
う
で
、
国
内
は
も
と

よ
り
朝
鮮
・
中
国
・
ル
ソ
ン
・
シ
ャ
ム
等
に
通
商
貿

易
を
広
げ
て
巨
万
の
富
を
蓄
え
た
。
ま
た
資
望
も

高
く
、
そ
の
気
概
も
商
人
に
し
て
武
士
の
気
質
を
持

っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
頃
九
州
に
覇
を
争
っ
て
い
た
大
友
宗
麟
や
秋

月
種
実
、
筑
紫
広
門
、
松
浦
鎮
信
ら
と
交
流
を
深

め
る
。
当
時
は
茶
が
武
士
の
嗜
み
と
な
り
、
文
化
と

な
っ
て
き
た
こ
と
を
見
抜
き
、
自
ら
茶
道
を
大
徳
寺

の
古
渓
和
尚
、
江
月
和
尚
に
学
ん
で
、
外
国
貿
易

を
通
じ
て
名
物
と
い
わ
れ
る
茶
器
を
収
集
す
る
。

こ
れ
ら
の
茶
器
を
諸
将
に
献
じ
て
そ
の
結
び
つ
き

を
ま
す
ま
す
強
固
な
も
の
に
し
た
。

ま
た
得
度
・
出
家
す
る
こ
と
で
一
商
人
の
身
分
を

超
越
し
て
時
の
権
力
者
・
信
長
や
秀
吉
、
そ
の
他
の

諸
将
と
交
際
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
能
寺
の
変

天
正
１０
年
６
月
１
日
、
も
う
一
人
の
博
多
の
豪
商

で
あ
る
神
屋
宗
湛
と
と
も
に
信
長
に
会
う
た
め
に
京

都
に
入
り
、
そ
の
夜
信
長
の
宿
所
で
あ
る
本
能
寺
に

伺
候
し
て
信
長
に
謁
見
す
る
。

宗
室
・
宗
湛
が
自
ら
信
長
に
会
い
に
行
っ
た
の
か
、

信
長
が
軍
資
金
を
得
る
た
め
に
２
人
を
招
い
た
の
か

不
明
で
は
あ
る
が
、
と
に
か
く
２
人
は
信
長
に
謁
見

し
た
。
信
長
は
２
人
を
茶
室
に
案
内
し
茶
を
点
て
閑

話
す
る
時
に
、
明
智
光
秀
の
軍
勢
に
囲
ま
れ
る
。

信
長
が
敵
軍
に
立
向
か
う
た
め
席
を
外
す
と
、
宗

室
は
茶
室
に
掛
け
て
あ
っ
た
空
海
の
真
筆
で
あ
る「
千

字
文
」
の
巻
物
１
巻
（
下
巻
部
分
）
を
、
宗
湛
は
牧

渓
の
「
遠
浦
帰
帆
」
を
懐
に
し
て
僧
服
を
着
し
て
僧

侶
の
群
と
一
緒
に
逃
れ
た
。

火
事
場
泥
棒
と
い
う
か
国
宝
級
の
文
化
財
を
救
っ

た
と
称
す
べ
き
か
。
た
だ
こ
の
「
千
字
文
」
を
宗
室

は
私
物
と
せ
ず
、
博
多
東
長
寺
（
空
海
が
弘
通
し

た
真
言
宗
）
に
寄
贈
し
て
今
に
伝
わ
る
。
令
和
７
年

４
月
の
東
長
寺
秘
宝
展
で
公
開
さ
れ
た
。

楢
柴
の
肩
衝

宗
室
は
天
下
の
名
器
と
い
わ
れ
る
茶
器
を
多
く
集

め
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
「
楢
柴
の
肩
衝
」
で
あ
る
。

肩
衝
と
は
抹
茶
を
入
れ
る
小
さ
な
茶
入
（
壷
）
の
種

類
の
こ
と
で
、
銘
が
楢
柴
と
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
元

は
松
浦
鎮
信
の
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
が
宗
室
の
手
に

入
っ
た
も
の
と
い
う
が
、
詳
し
い
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

大
友
宗
麟
が
こ
れ
を
聞
い
て
、
家
臣
に
書
を
持
た

せ
て
所
望
し
た
が
、
宗
室
は
強
く
拒
絶
し
て
譲
ら
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
秋
月
種
真
か
ら
も
同
様
の
書
が
も

た
ら
さ
れ
た
が
、
宗
室
は
大
友
同
様
に
拒
絶
し
た
。

秋
月
か
ら
は
「
譲
ら
な
け
れ
ば
軍
勢
を
も
っ
て
博
多

を
囲
み
、
兵
力
に
訴
え
て
で
も
こ
と
を
な
さ
ん
」
と

迫
ら
れ
た
が
、「
軍
勢
に
対
し
て
は
宗
室
が
御
相
手

仕
ら
ん
」
と
い
っ
て
謝
絶
し
た
由
。

そ
の
後
、
秋
月
種
真
・
筑
紫
広
門
ら
が
、
秀
吉
や

石
田
三
成
、
茶
の
師
匠
で
あ
る
利
休
と
親
密
な
宗
室

を
訪
ね
、
秀
吉
に
意
を
通
じ
て
欲
し
い
旨
依
頼
す
る
。

こ
の
時
の
茶
会
の
席
で
宗
室
の
隙
を
を
み
て
、
楢
柴

を
盗
み
取
ら
れ
る
。
宗
室
は
深
く
追
求
せ
ず
、
茶
室

を
焼
い
て
不
問
に
付
し
た
。

秀
吉
は
島
津
を
攻
め
、
島
津
方
で
あ
っ
た
秋
月
種

真
は
楢
柴
を
献
じ
て
和
を
乞
う
こ
と
に
な
る
。
後

日
、
大
坂
城
に
秀
吉
を
謁
見
し
、
博
多
再
興
の
礼

を
謝
し
て
、
茶
室
に
案
内
さ
れ
、
楢
柴
を
見
せ
ら
れ

る
。
秀
吉
が
「
こ
れ
を
知
っ
て
お
る
か
」
と
問
わ
れ
、

宗
室
は
「
徳
川
殿
よ
り
献
じ
ら
れ
た
名
器
『
初
花
』

と
思
う｣

と
答
え
、
自
分
が
盗
ま
れ
た
も
の
と
は
言

わ
な
か
っ
た
の
で
、
秀
吉
は
宗
室
の
胆
量
の
広
さ
に

感
じ
入
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

茶
器
は
諸
将
の
間
で
珍
重
さ
れ
た
。
手
柄
の
あ
っ

た
武
将
に
名
器
の
茶
器
を
与
え
た
の
は
信
長
が
最
初

で
あ
る
。
福
原
・
上
月
の
両
城
を
落
と
し
た
秀
吉
に

は
「
乙
御
前
」
と
い
う
茶
釜
が
与
え
ら
れ
、
他
の
武

将
と
並
ん
だ
。
そ
れ
ま
で
茶
器
を
与
え
ら
れ
た
武
将

は
、
明
智
光
秀
（
八
重
桜
の
葉
茶
壷
）、
柴
田
勝
家

（
姥
口
の
釜
）、
丹
羽
秀
長
（
白
雲
の
葉
茶
壷
）
だ
け

で
あ
っ
た
。

後
に
滝
川
一
益
が
手
柄
を
挙
げ
た
時
に
上
州
（
今

の
群
馬
県
）
一
国
が
与
え
ら
れ
た
が
、
滝
川
は
「
お

茶
器
を
い
た
だ
き
た
か
っ
た
」
と
残
念
が
っ
た
こ
と

は
有
名
で
あ
る
。

秀
吉
の
死
後
、
形
見
分
け
で
家
康
の
手
に
渡
り
、

明
暦
の
大
火
で
焼
失
・
破
損
し
、
修
復
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
所
在
不
明
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

長
政
の
筑
前
入
国

宗
室
は
、
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
（
文
禄
・
慶
長
の
役
）

に
は
、
貿
易
相
手
の
地
を
蹂
躙
す
る
こ
と
か
ら
消
極

的
で
あ
っ
た
。

関
ヶ
原
以
降
は
家
康
と
交
誼
を
厚
く
し
、
長
政
の

筑
前
入
国
後
は
福
岡
城
建
築
の
為
の
資
材
を
提
供

し
て
、
箱
崎
村
に
３
０
０
石
の
知
行
を
受
け
た
が
、

こ
の
内
５０
石
だ
け
を
い
た
だ
き
他
は
返
上
し
て
い
る
。

そ
の
５０
石
も
崇
福
寺
塔
頭
・
瑞
雲
庵
に
寄
進
し
て
い

る
。
元
和
元
年
８
月
２４
日
博
多
浜
口
町
の
自
宅
に
没

し
、
崇
福
寺
瑞
雲
庵
に
葬
ら
れ
る
。
墓
は
今
も
「
藤

水
門
」
に
向
か
っ
て
左
側
に
ポ
ツ
ン
と
建
っ
て
い
る
。

遺
言
に
よ
っ
て
、
聖
福
寺
の
塔
頭
弓
一
庵
を
再
建

し
て
、
元
和
７
年
８
月
の
七
回
忌
に
こ
の
弓
一
庵

は
宗
室
の
法
号
虚
白
院
に
改
め
て
法
要
を
営
ん
だ
。

虚
白
院
は
仙
厓
和
尚
を
住
持
と
し
た
時
期
も
あ
り
、

そ
の
後
代
々
島
井
家
の
墓
所
は
虚
白
院
に
あ
る
。
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４
番　

黒
田
一
成
（
く
ろ
だ
か
ず
し
げ
）　

　
　

１
５
７
１
～
１
６
５
６

○
墓
所
に
つ
い
て

崇
福
寺
：�

臨
済
宗
の
寺
院
（
福
岡
市
博
多
区
千

代
）
に
墓
が
あ
る
。

清
岩
寺
：�

曹
洞
宗
の
寺
院
（
福
岡
県
朝
倉
市
三

奈
木
）
に
墓
が
あ
る
。

○
名
の
り
に
つ
い
て

幼
名
は
玉
松
、
通
称
は
三
左
衛
門
、
官
称
は

美
作
、
諱
は
一
成
、
剃
髪
号
は
睡
鷗
。

○
人
物
略
伝

加
藤
重
徳
の
次
男
、
９
歳
の
時
に
黒
田
孝
高

に
迎
え
ら
れ
て
養
子
と
な
っ
た
。
孝
高
の
嫡
子

長
政
と
兄
弟
と
し
て
育
て
ら
れ
た
。
一
成
の
実

父
加
藤
重
徳
は
攝
津
有
岡
城
主
・
荒
木
村
重
の

家
臣
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
黒
田
孝
高
が
村
重
に

捕
ら
え
ら
れ
、
地
下
の
土
牢
に
軟
禁
さ
れ
折
り
、

孝
高
に
な
に
か
と
世
話
を
し
て
く
れ
た
の
が
、

牢
番
だ
っ
た
重
徳
で
あ
っ
た
。
後
に
救
出
さ
れ

た
孝
高
は
重
徳
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
一
成
を

引
き
取
っ
て
養
子
に
迎
え
た
と
い
う
。
孝
高
の

養
子
と
な
っ
た
一
成
は
孝
高
・
長
政
父
子
に
従
っ

て
九
州
出
兵
に
参
戦
し
、
父
子
が
豊
前
に
入
封

す
る
と
、
４
４
８
０
石
の
知
行
を
与
え
ら
れ
る
。

朝
鮮
出
兵
で
も
長
政
に
従
っ
て
出
陣
、
黒
田
勢

の
先
手
大
将
を
務
め
た
。
１
６
０
０
年
の
関
ケ

原
の
合
戦
で
も
長
政
に
従
っ
て
出
陣
、
主
力
決

戦
で
も
奮
戦
し
た
。

黒
田
父
子
が
筑
前
に
入
封
す
る
と
、
下
座
郡

に
て
１
２
，
０
０
０
石
を
与
え
ら
れ
て
、
三
奈

木
に
居
館
を
設
け
た
。
三
奈
木
に
居
館
を
設
け

た
も
の
の
、一
成
は
福
岡
城
下
の
屋
敷
に
常
駐
し
、

長
政
を
補
佐
し
た
。

大
阪
冬
の
陣
・
大
阪
夏
の
陣
で
は
、
両
陣
共

に
長
政
の
嫡
子
・
忠
之
の
後
見
役
と
し
て
出
陣

し
て
い
る
。

さ
ら
に
天
草
・
島
原
の
乱
に
際
し
て
は
、
こ

れ
ま
た
忠
之
を
補
佐
し
て
出
陣
、
幕
府
軍
の
全

体
軍
議
に
も
参
加
し
た
。
こ
の
軍
議
へ
の
参
加

は
、
幕
府
老
中
首
座
・
松
平
信
綱
の
要
請
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
成
は
黒
田
家
家
中
に
お
い
て
は
、
別
格
的

存
在
で
大
老
と
い
う
地
位
に
置
か
れ
、
一
成
の

家
系
は
「
三
奈
木
黒
田
家
」
と
呼
ば
れ
た
。
所

領
の
方
も
加
増
が
あ
り
、
１
６
，
２
０
５
石
ま

で
達
し
て
い
る
。

史
上
名
高
い
「
黒
田
騒
動
」
で
も
活
躍
し
、

主
君
・
黒
田
忠
之
を
幕
府
に
直
訴
し
た
筆
頭
家

老
の
栗
山
大
善
（
利
章
）
と
対
決
、
忠
之
の
弁

護
に
努
め
、
忠
之
を
勝
訴
に
導
い
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
で
、
一
成
は
孝
高
（
如
水
）・
長

政
・
忠
之
の
３
代
の
主
君
に
仕
え
、
７３
歳
で
勇
退
、

隠
居
の
身
と
な
っ
た
。
隠
居
し
て
か
ら
は
剃
髪

し
て
「
睡
鷗
」
と
号
し
、
明
暦
２
年
（
１
６
５
６

年
）
１１
月
１３
日
に
８６
歳
を
以
っ
て
没
す
る
。

５
番　

栗
山
利
安
（
く
り
や
ま
と
し
や
す
）

　
　

１
５
５
１
～
１
６
３
１

○
墓
所
に
つ
い
て

円
清
寺�

（
福
岡
県
朝
倉
市
志
波
）：
利
安
が
開
基

し
た
曹
洞
宗
の
寺
院
に
墓
が
あ
る
。

○
名
の
り
に
つ
い
て

幼
名
は
善
助
、
通
称
は
四
郎
右
衛
門
、
官
称

は
備
後
、
実
名
は
利
安
、
剃
髪
号
は
卜
庵
。

○
人
物
略
伝

播
磨
栗
山
村
の
住
人
、
栗
山
善
右
衛
門
を
父

と
す
る
。
１５
歳
で
黒
田
孝
高
に
小
姓
と
し
て
仕

え
る
。

初
陣
で
手
柄
を
立
て
８３
石
の
知
行
を
与
え

ら
れ
る
。
孝
高
の
側
近
と
し
て
頭
角
を
表
わ

し
、
九
州
出
兵
（
秀
吉
の
嶋
津
征
伐
）
で
は
孝

高
に
従
い
、
戦
場
に
お
い
て
一
番
乗
り
の
功
名

を
上
げ
る
。
孝
高
が
豊
前
へ
入
封
す
る
と
６
，

０
０
０
石
を
与
え
ら
れ
、
支
城
（
出
城
）
の
一

つ
平
田
城
の
城
代
に
抜
擢
さ
れ
る
。
平
田
城
は

別
名
白
米
城
（
ま
つ
た
け
じ
ょ
う
）
と
い
う
地

元
豪
族
の
城
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
城
を
孝
高
（
如

水
）
の
命
令
に
よ
っ
て
、
石
垣
造
り
の
城
に
修

復
し
て
い
る
。
朝
鮮
出
兵
で
は
黒
田
長
政
に
従
っ

て
出
陣
、
１
６
０
０
年
の
関
ケ
原
の
合
戦
時
、

黒
田
家
大
阪
屋
敷
の
留
守
居
役
を
務
め
て
い
た

が
、
こ
の
折
、
豊
臣
方
人
質
に
取
ら
れ
そ
う
に

な
っ
た
如
水
の
正
室
「
お
光
」
と
長
政
の
正
室

「
栄
姫
」
を
屋
敷
か
ら
脱
出
さ
せ
、
国
元
の
中
津

城
へ
無
事
に
送
り
届
け
た
。
ち
な
み
に
、
か
つ

て
攝
津
有
岡
城
の
地
下
牢
に
孝
高
が
軟
禁
さ
れ

た
時
も
、
孝
高
を
救
出
し
た
の
も
利
安
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
で
中
津
に
主
君
の
正
室
と
生
母
を

連
れ
戻
っ
た
後
の
利
安
は
、
如
水
に
従
っ
て
豊

後
石
垣
原
の
合
戦
に
参
戦
し
、
そ
の
後
も
豊
後

安
岐
城
、
同
富
来
城
、
同
日
隈
城
、
同
角
牟
礼

城
攻
略
戦
に
参
戦
し
、
接
収
し
た
日
隈
城
と
角

牟
礼
城
の
城
番
を
務
め
て
い
る
。
や
が
て
如
水
・

長
政
父
子
が
筑
前
へ
入
封
す
る
と
上
座
郡
に
て

１
５
，
０
０
０
石
を
与
え
ら
れ
、
左ま

で右
良ら

城
の

城
代
と
な
る
。
ま
た
徳
川
家
康
の
仲
介
で
、
毛

利
元
清
の
未
亡
人
（
千
代
姫
）
を
後
妻
と
し
て

娶
る
。
彼
女
は
長
門
雄
山
城
主
・
毛
利
秀
元
の

継
母
に
当
る
女
性
だ
が
、
秀
元
の
姉
と
い
う
形

式
で
嫁
い
で
き
た
。
さ
て
左
右
良
城
代
と
な
っ

た
利
安
で
あ
る
が
、
主
君
長
政
の
領
国
治
世
を

補
佐
し
、
如
水
の
没
後
は
長
政
の
後
見
役
を
担

う
。
１
６
２
３
年
、
主
君
長
政
の
死
去
に
伴
い

勇
退
隠
居
、
剃
髪
し
て
卜
庵
と
号
し
隠
居
料

７
０
０
石
を
与
え
ら
れ
る
。

寛
永
８
年
（
１
６
３
１
年
）
８
月
１４
日
に
没

す
る
。
享
年
８１
歳
。

な
お
、
利
安
の
隠
居
に
よ
り
、
栗
山
家
の
当

主
と
な
っ
た
の
が
、
利
安
の
嫡
子
・
利
章
（
大
膳
）

で
あ
る
。
官
称
の
大
膳
で
広
く
知
ら
れ
、
筆
頭

家
老
に
任
命
さ
れ
、
二
代
藩
主
・
黒
田
忠
之
の

補
佐
役
を
委
せ
ら
れ
る
が
、
や
が
て
主
君
忠
之

と
対
立
、忠
之
を
幕
府
に
直
訴
し
て「
黒
田
騒
動
」

の
立
役
者
と
な
る

黒
田
武
士
掃
苔
録（
４
・
５
）三
浦

　明
彦

   

（
郷
土
史
家  

藤
香
会
会
員
）

黒田一成の墓（崇福寺）

黒田一成の墓（青岩寺）

栗山利安の墓（円清寺）



★
新
規
入
会
員
紹
介

１
．
一
般
会
員

　
　

入
江　

勇
臣　
　

平
川　

猛
展

　
　

木
村
厚
太
郎　
　

石
津　
　

洋

　
　

濱
中　

聡
生　
　

平
岡　

勝
彦

　
　

横
山　

謙
治　
　

桑
原　

康
子

　
　

佐
伯　

和
子　
　

小
島　

洋
子

　
　

千
々
石
き
わ　
　

島　
　

良
祐

２
．
賛
助
会
員　

55
企
業
・
団
体

黒
田
騒
動
に
つ
い
て
は
ご
存
じ
の

方
も
多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
藩
主

忠
之
公
が
暗
愚
で
あ
っ
た
た
め
と
か
、

い
や
そ
う
で
は
な
く
時
代
が
戦
の
な

い
太
平
の
世
に
変
わ
っ
た
の
に
従
来

の
武
将
た
ち
の
考
え
が
転
換
し
て
い

な
か
っ
た
た
め
だ
と
い
う
よ
う
な
主

張
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
黒
田
騒
動
は
当
時
か
ら
全
国
的
に
有
名
だ

っ
た
よ
う
で
、
講
釈
師
や
講
談
師
た
ち
が
お
ひ
れ

を
付
け
て
広
げ
た
よ
う
で
す
。

私
（
天
本
）
が
所
蔵
し
て
い
る
「
寛
永
箱
崎

文ふ
ば
こ庫
」
は
黒
田
騒
動
を
題
材
と
し
た
ゴ
シ
ッ
プ
記

事
満
載
の
週
刊
誌
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
刊
行

は
な
ん
と
中
山
道
・
新
町
宿（
現
群
馬
県
伊
勢
崎
市
）

に
あ
る
川
平
と
い
う
出
版
社
。
あ
ま
り
売
れ
な
か

っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
木
版
刷
り
に
す
る
資
金
が

調
達
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
手
書
き
で
あ
る
。

忠
之
公
は
右
衛
門
佐
と
も
書
か
れ
、「
ゑ
も
ん
さ
」

と
ル
ビ
が
振
っ
て
あ
る
。

忠
之
公
の
侫
信
は
倉
橋
八
十
郎
（
後
の
話
で
は

倉
橋
重
太
夫
と
名
前
が
変
わ
る
）
で
実
在
の
倉

八
十
太
夫
に
似
せ
て
書
か
れ
、
後
藤
又
兵
衛
に
情

報
を
渡
し
た
と
し
て
斬
ら
れ
た
空こ

う

誉よ

上
人
は
発
音

が
よ
く
似
た
紅
陽
法
印
と
な
っ
て
い
ま
す
。

話
は
倉
橋
八
十
郎
が
取
り
立
て
ら
れ
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
る
。
鑓や

り

稽
古
衆
の
中
に
美
少
年
が
い
て

し
か
も
鑓
遣
い
が
華
や
か
で
あ
っ
た

の
で
、
親
は
百
俵
五
人
扶
持
で
あ
っ

た
が
、
八
十
郎
は
小
性
に
召
出
さ
れ

て
二
百
石
を
与
え
ら
れ
る
。
そ
の
後

何
か
に
つ
け
て
加
増
さ
れ
る
。

あ
る
時
、
無
法
者
の
鬼
河
原
源
蔵

な
る
者
が
、
博
多
で
臑す

ね

を
出
し
て
い

た
。
そ
こ
へ
忠
之
公
が
通
り
か
か
っ

た
。
八
十
郎
は
そ
の
臑
は
売
り
物
か

と
聞
く
。
源
蔵
が
二
百
両
だ
と
答
え

る
。
こ
こ
に
百
両
あ
る
か
ら
、
手
付

を
入
れ
て
お
く
。
残
り
は
後
で
届
け

る
。
そ
の
代
わ
り
半
分
を
い
た
だ
い

て
帰
る
と
言
っ
て
片
足
を
斬
り
落
と

し
た
。
こ
れ
が
御
意
に
叶
い
五
百
石

加
増
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
話
が
延
々
と
続
く
。

こ
の
「
寛
永
箱
崎
文
庫
」
３
、４
、９
、

１０
巻
だ
け
入
手
し
て
い
る
が
、
全
巻

に
亘
っ
て
面
白
お
か
し
く
書
か
れ
て

い
る
。

同
じ
黒
田
騒
動
を
取
り
扱
っ
た
も

の
と
し
て
、「
箱
崎
釜ふ

ば破
古こ

」
が
あ
り
、

こ
れ
は
北
海
道
大
学
と
広
島
大
学
が

所
蔵
し
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
上
で
公
開

さ
れ
て
い
る
。

（4）令和８年（2026）1月1日  40号 藤 香 会 だ よ り

妙楽寺の墓所について渡辺桂堂和尚様に解説を書いていただきました。歴史上有名
な黒田家家臣のお墓の多いのに驚かされます。また博多らしく豪商のお墓も多いで
すね。� （天本記）

編集
後記

ホームページアドレス
　　　　　http://toukoukai-kuroda.com/

検　索藤香会

「
妙
楽
寺
墓
地
に
眠
る
武
家
商
人
の
人
た
ち
」

妙
楽
寺
墓
地
に
現
存
す
る
黒
田
家
家
臣
の
墓
石

群
に
は
、
三
代
藩
主
光
之
公
の
三
男
黒
田
左
兵
衛

宗
玉
公
の
墓
を
中
心
に
、
黒
田
藩
政
時
代
に
活
躍

さ
れ
た
人
達
の
墓
が
存
在
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
墓

を
簡
単
に
紹
介
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

長
政
公
の
恩
あ
る
竹
中
半
兵
衛
の
孫
・
竹
中
主

膳
重
次
の
墓
。
重
次
に
殉
死
し
た
大
神
忠
右
衛
門

の
墓
。

荒
木
村
重
の
孫
・
村
光
の
墓
、
宮
崎
織
部

安
尚
の
墓
、
末
次
久
四
郎
孝
善
（
興
善
）
の
墓
。

吉
田
可
休
の
墓
。
花
房
治
左
衛
門
の
墓
、
菅

和
泉
家
の
墓
、
二
十
四
騎
の
一
人
竹
森
石
見

次
貞
の
墓
、
毛
利
元
辰
の
墓
、
吉
田
壱
岐
重

成
と
歴
代
の
墓
、
伊
丹
九
郎
左
衛
門
氏
親
の
墓
、

豪
商
神
屋
宗
湛
の
墓
、
桐
山
丹
波
家
代
々
の
墓
、

光
之
公
の
代
に
活
躍
し
た
鎌
田
八
左
衛
門
と
九

郎
兵
衛
の
墓
。
郡
次
兵
衛
・
金
右
衛
門
尉
の
墓
、

城
内
家
老
の
大
音
家
の
墓
、
同
じ
く
城
内
家
老

の
毛
利
家
の
墓
、
勤
皇
の
志
士
伊
丹
慎
一
郎
・

森
勤
作
の
墓
、
森
安
平
の
墓
、
商
家
西
村
善

右
衛
門
の
墓
。

開
山
堂
墓
地
に
は
、
開
山
月
堂
和
尚
の
墓
、

歴
代
住
持
の
塔
、
黒
田
監
物
一
族
の
墓
、
御

典
医
鷹
取
養
巴
と
歴
代
の
墓
、
櫻
田
屋
長
野

家
歴
代
の
墓
、
佐
幕
派
の
家
老
久
野
将
監
の
墓
、

同
じ
く
大
身
吉
田
久
太
夫
家
・
八
代
利
征
の
墓
、

大
野
仁
平
の
墓
。

博
多
の
豪
商
伊
藤
小
左
衛
門
一
族
の
墓
。
初

代
小
左
衛
門
吉
次
の
夫
人
は
（
豪
商
末
次
宗
得

の
娘
）
開
山
堂
横
に
望
雲
庵
と
い
う
庵
を
建
て
、

尼
と
な
っ
て
非
業
の
死
を
遂
げ
た
我
が
息
子

（
二
代
目
小
左
衛
門
吉
直
）
と
孫
や
手
代
の
霊

を
弔
っ
た
所
で
あ
る
。

ま
た
今
の
開
山
堂
が
あ
る
場
所
は
、
も
と
は

黒
田
監
物
の
夫
人
（
衣
笠
因
幡
の
娘
）
が
即

宗
庵
と
い
う
庵
を
建
て
、
島
原
の
乱
で
負
傷

し
亡
く
な
っ
た
主
人
監
物
と
息
子
の
霊
を
弔
っ

た
場
所
で
あ
る
。

以
上
墓
所
の
紹
介
を
し
ま
し
た
が
、
縁
あ

る
方
、
研
究
・
調
査
を
な
さ
っ
て
い
る
方
は

ど
う
ぞ
お
参
り
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

会員クリック㊲

妙楽寺先住職
渡辺　桂堂
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